２０１５年７月吉日
税理士が税制を考える？！勉強会開催のお知らせ
（講師：奥谷健先生）
東京青年税理士連盟 会    長　森　智之
　　　　　　　　　 　                                                研究部長　阿部圭子







　　　　 制度部長　兼






　　   シンポジウム実行委員長　平良夏木
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日　　　　時：平成２７年９月３日（火）
１８：３０～２１：００
場　　　　所：東京税理士会館
講師：広島修道大学法学部教授（税法学）
　　　　　　　奥谷　健（おくや　たけし）先生

対　　　　象：会員・準会員
参　 加 　費：５００円（資料代）
梅雨空が続きますが、皆様いかがお過ごしでしょうか。
さて、今年の全国青税秋季シンポジウム（会場は東京です！）のテーマは、「未来へ～次世代に繋ぐ。応能負担原則の視点から見た税制の分析と提言」です。今年のシンポジウムのテーマに合わせて、税制を考える上での基本原則について学ぶ勉強会を、研究部と制度部の合同企画として開催いたします。　
講師は、広島修道大学法学部教授の奥谷健先生をお招きします。昨年、所得区分についてネット競馬払戻金等の事例・判例を踏まえご講義いただきました。例年通り、大変好評でした。日ごろ研究活動に専念され、教壇にも立たれている学者の方にお話しをいただける貴重な機会です。
　昨年頃より、「格差」という言葉をよく耳にしませんか。税理士として日々業務をしている中で、

税制について疑問を感じることはありませんか。「所得の再分配機能」が税制にあると聞いたこと

はありませんか。

　税理士は税の専門家です。税金の計算はもちろんですが、税制についてもこの機会に是非一緒に
勉強しませんか。東京青税は、税制を考える上での基本原則は「応能負担原則」と考えています。
応能負担原則とは何か、税制を考える上でなぜ応能負担原則が基本原則なのか。奥谷健先生の豊富なエッセンスを学び、シンポジウムに向けて是非皆さんで一緒に検討していきましょう。
新入会員の方々にもお勧めですので、是非この機会をお見逃しないよう、皆様のご参加をお待ちしております。

○●奥谷健先生のプロフィール●○


立命館大学法学部、同大学院法学研究科を経て、200１年より島根大学法文学部講師、助教授、准教授。2011年より広島修道大学法学部准教授、2014年より現職。ドイツ・ミュンスター大学在外研究（2000.9～2001.2 2005.5～2005.8）


【主な研究テーマ】　市場所得概念の研究、相続税の課税方式、租税徴収手続における納税者の権利保護


【キーワード】　所得概念、市場所得説、応能負担原則　他


【所属学会】　租税法学会、日本税法学会、租税理論学会、租税訴訟学会、日本財政法学会　他


【著書・共著・論文】


・北野弘久編『現代税法講義[五訂版]』（法律文化社、2009年）第2章（所得税法）改訂


・三木義一編著『よくわかる税法入門[第６版]』（有斐格、2012年）第7～9、21，22章改訂


・増田英敏・林仲宣編集『はじめての租税法』（成文堂、2011年）87～98頁、153～166頁


・「『納税者』の意義についての一考察」　


北野弘久先生追悼論集刊行委員会編『納税者権理論の課題』（勁草書房、2012年）　


・三木義一監修『税務争訟フォローアップ！税理士・春香の事件簿』（清文社、2015年）　他、多数








